




Studies of Malodor--1. Concentration Change of Hydrogen 
Sulfide during the Preservation after Sampling 
1 samu SANO， Toshiko 1 CHI KA W A， Tetsuo MURATE， 1 samu TSUBO: 
悪臭物質として硫化水素を選び，乙れを保存する間の濃度変化を経時的に測定し，採取容器の器壁
への吸着の速さ，酸素および水分の影響等を調べた。濃度が変化する原因を容器への吸着と考え，吸


















































充填剤液相 PPE(5 rings)， 10% 










器はマイラーバッグ (a) あるいはガラス瓶 (b) であ
る。
表2 硫化水素の濃度の経時変化(11入りガラス瓶，250C)
実験 1 実験 2 
経過時間 濃度 経過時間 濃度
(min) (ng/ml) (min) (ng/ml) 
。 0.125 。 0.54 
20 0.110 1 0.52 
60 0.110 60 0.47 
120 0.110 120 0.47 
180 0.47 
300 O. 44 
360 0.44 






。 1. 45 。 7.8 
1 1. 40 3 7.0 
10 1. 35 15 6.8 
40 1. 25 60 6.8 
45 1. 25 120 6.8 
70 1. 25 240 6.8 
120 1. 25 
表3 硫化水素の濃度の経時変化(11入りガラス瓶，
200C) 




。 1. 35 。 1. 95 
10 1. 28 6 1. 85 
20 1. 20 30 1. 73 
40 1 20 45 1. 70 
60 1. 70 
150 1. 65 
210 1. 65 
270 1. 65 
360 1. 55 
実験 3 実験 4
経過時間| 濃度 経過時間 濃度
(min) I (ng/ml) (min) (ng/ml) 
o I 5.8 。 16.6 
6 I 5.6 10 16.0 
15 I 5.4 20 15.2 
120 I 5.2 40 14.6 







(min) (ng/ml) 経(過ml時n)間 (n濃g/度ml) 
。 5.5 。 0.069 
15 5.4 30 0.067 
60 5.2 60 0.065 
120 5.2 120 0.065 
実験B(50%充填)
経(過ml時n)間 濃度(ng/ml) 
。 11. 5 












30 11. 8 
60 11.8 
120 11.2 











































Il n Eと kS。 121 
が成、';:するので，凶2のU!Jく，縦市1にlogCo/Cをとると，
曲線の原点lこおける酬の勾配が古凶 (So器明
|白積)を与える (0.24hー 1) 0 ildtli20'Cの場合の結果(
表 3)が図3で，勾自己は 0.12111と小さいが，その後
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1. 95 87.2 
*4 











































初濃度 (ng/ml)I 被覆率 (%)
0.125 0.1 
0.54 0.4 












































の7 イラーバッグlζ試料を満杯に充たしたとき (A) と

























* 5 硫化水素分子はS原子の半径1.85A， H原子の半
径1.2A，S-H結合の長さ1.33AおよびH-S-
H結合角92"であるから分子面積を2xl♂5叩 2と見倣し，
また容器(11入りガラス瓶)の内部表面積を 650
cm'と測定し，表6の値より計算した。
